






はじめに 

母子健康センターが発足してから 20 有余年の歳月が流れた。それまで児童福祉法による助

産施設が岩手県に 7ケ所設置されていた。厚生省は,岩手県における公立助産所の運営実績

を評価し,助産に加えて保健指導も行なう市町村母子保健の拠点として母子健康センター

設置事業を発足させた。当時は自宅分娩の多い地域に施設分娩を奨励しようとの考えがあ

り,また一方では分娩のため入所した母親に育児教育,栄養指導を行なうなど母子保健知識

の普及に役立て地域の母子保健活動の中心とし,さらに妊産婦死亡・乳児死亡の改善に寄与

するであろうという幾つかの狙いがあった。過去 20年間に全国で 677 ケ所の母子健康セン

ターが設置されたが,昭和 30 年代の目ざましい高度経済成長は,国民の医療構造を一変し

産科領域についても例外ではなかった。すなわちモータリゼーションとマイカーの普及は,

入院分娩の増加とくに都市の医療機関への入院分娩は著しく増加し,その結果必然的に,母

子健康センターの助産部門の利用は急激に減少しつつある現状である。全国母子健康セン

ター連合会の資料によれば,昭和 52 年度において助産部門を休廃止したところは182 ケ所

(26,9%)に及び,また利用数も減少しつつある｡ 


